
株式会社ベネッセコーポレーション

学年 教科等 単元等 活用アプリ

小3 外国語 カードをおくろう オクリンクプラス

ほしい色や形を尋ねたり答えたりして、カードを作っておくる

準備：
・共有コードを使用してカードを取得する。

・準備したカードを子供たちのマイボードに送信する。
・オクリンクプラスの授業の権限設定で、「カードの送り合い」を「可能」にする。（子供の「カードの送り合
い」が可能になる）

授業の流れ：
1. マイボードに送られたカードを各自開く。
2. 形と色のカードを見ながら、全体で様々な形や色の英語の表現を確認する。
3. ペアになり、カードを作成して送る側と、カードを送られる側とで役割分担する。
4. 作成する側は、「What do you want?」等の表現を使い、送られる側に好きな色や形を尋ねる。
5. 作成する側が、形と色のカードから、送られる側が選んだ形をThis is for you.のカードにコピー＆

ペーストする。対話をしながら大きさを変えたり、形を追加したりして、カードを完成させる。
6. 完成したカードの画面を、送られる側に見せながら紹介する。
7. 作成する側が送られる側に「This is for you.」と言ってカードを送る。
8. 作成する側は、完成したカードを提出BOXに送信する。
9. ペアの役割を交替し、同様に実施する。

• さまざまな形や色を実際に見たり操作したりしながら対話活動ができます。
• カードをデジタル上で実際に送信することができます。
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株式会社ベネッセコーポレーション

カードを送信しあえるようにする設定

★授業作成時 「詳細設定」 ★授業開始後、先生のマイボードやみんなのボードから設定することもできます

①

②

「権限設定」を選択 「カードの送り合い」を「可能」にする

送り合いの取り組みが
終わったら、
「不可能」に戻すとよいでしょう。

送り合いの取り組みが難しそうな場合は、
This is for you.と言われたら送られた側がオクリンクプラスのカードに写真をとって取り込む、という方法もあります。



株式会社ベネッセコーポレーション

カードを送信しあえるように設定すると

子供も先生と同様に他の子供にカードをおくることができます

①作成したカードをふたばアイコンの上にドラッグします ②「みんなに送る」の上で指をはなします

③「みんな」をタップします
④クラスの▼をタップして展開し、送り先の出席番号に
チェックを入れて「ここに送る」をタップします。
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カードの内容

形と色のカード

（取り組み例）This is for you.のカード
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